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を求めるo §3ではphononGreen'sfunctionの self-energypartを計算 し,それの
phonon血･equencyとmomentumの依存性が,それらの領域によって異なっていること
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を示す｡ §4では fluctuationの原因を zeropointfluctuationと thermalfluctuation























となる｡ここで doublelineは trueelectronGreen'sfunction,doublewavyline は
truephononGreen'sfunction,Kは reciprocallatticevectorであるo



























ノ吉許否 (vE,2+wn2+4A2-ノ ? ? ?????
2A2(Li6dn+Ep)



























































































さて,n(K,0)の計算のときと同様に7 tanh左 -1-2f(Z)とし7 (23)式を2つの
部分,nz(K+q,0)-nz(K,0)とnt(K+q,0)-Ht(K70)に分けるっ rI(K+q,0)-
nz(K,0)の計算において, 符,T〈△(Wの条件のもとでは,第1項の (A2-Z2)(B2-Z2)












の積分順序を交換 しておいた方がよい｡ (24)式は楕円積分に帰着され, (16)式を使っ
















































































































(42)式のように,温度Tは限 りなく0に近づ くことができる｡ Tが限 りなく0に近
づけば近づ く程, Eの0-の近づき方はますますゆっくりになっていく｡ 究極において
Peierlstransitionは起こらないことがわかる｡
△の温度依存性は (19)と(36)式を使って,T-0における△を△ Oとすれば,
△ 言 △｡exp(-E) (43)
となるo ここで△｡-W exp(三)であるO
以上のように,RRf'Aの範囲内で一次元では絶対零度においてもI)eierlstransitiol
が生 じないことが示 された｡従って Peierlstransitionが起こるためには,三次元効果
が重要である｡ 我々は三次元効果を考慮 し,異方性の強い擬一次元電子 ･フォノン系の
問題を現在検討中である｡
最後に一次元電子 ･フォノン系の計算するにあた り,非常に有益な discussionをして
下 さいましたDr.S.Takadaに心から感謝 します｡




3) 例えば,福山秀敏 :物性 15492(1974)に解説がある｡
4) preprint
5) preprint
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